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きな士坑がみつかっており，この中からは士偶・石棒などの祭祀用具，管玉・匂玉などの装飾品お

よびその未製品・加工具などがみつかっている。この遺構では炉跡・骨片などもみつかっており広

い範囲での共同祭祀・加工場と思われる。最近では玉生産地とみなされており，その製品は岐阜・

新潟あたりまで伝わっているといわれている。晩期には上水流・上ノ城などの遺跡でも多くの出上

品がみられる。

弥生時代になると，さらに下流で万之瀬川に合流する堀川の下流域に広がる田布施平野に主体が

移り，下原遺跡・高橋貝塚などで初期の稲作文化が栄える。万之瀬川流域では芝原遺跡で前期・中

期と出ているが，量は少ない。中期には川辺平野の端にある寺山遺跡で二重環壕が存在する。田布

施平野でも後期初めには松木薗遺跡で防御用と思われる大規模な溝状遺構が発見されており，両平
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ただ今回の調査でわかったように同じ加治屋遺跡といっても，同じ台地内で全く別の時代の居住地・

墓地が他の地点に所在することがある。ということは，遺跡の一部での調査だけでは先史時代の人

びとの動きはつかみ得ないということである。遺跡の評価をする時，この成果は重要であろう。

第 2節 縄文時代草創期・ 早期の土器について

南九州における草創期の土器編年は雨宮瑞生や児沢健一郎らによって研究されている。当遺跡出

土の隆帯文土器は 1点だけだが，鹿児島市掃除山遺跡出土のものに類似している。雨宮は草創期を

3期に分け，この上器をそのうちの 2期（中葉）に位置付けている（雨宮： 1997)。児玉は隆帯文

士器を4期に分け，これを草創期中葉～後葉に位置付ける。そして，掃除山遺跡出士の士器は隆帯
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るものである。）の4種類に分けることができる。中期末から後期に変わる

が胴部から消失し，口緑部のみに集約される傾向がある。これが田中良之のいう阿高m式土器の出

現になるのであり（田中： 1979), 南九州では岩崎下層式土器の時期にあたる。これでいくと，当遺

跡の士器は古くみても中期後葉以降といえる。

以上， 4種に分けた文様のあり方は阿高皿式土器の最終段階から南福寺式土器・出水式土器に類

似するが，凹線部がヘラケズリ様となる南福寺式土器の特徴はここでは全くみられない。これらの

中で注目されるのは文様形態が他の土器に似ていながら，素地調整が表裏とも貝殻条痕で仕上げら

れている 145の士器である。このように貝殻条痕を多用しているのは岩崎上層式士器の特長であり，

この土器も岩崎上層式土器・南福寺式土器・出水式土器の文様と同じ特長をもっていることから，

これだけは岩崎上層式上器であろう。岩崎上層式上器と指宿式上器の関連がはっきりしないが，こ
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